
























    ※約4割が病院誌、看護研究誌などが占める（後述） 
 
ILL依頼分総計（2011年度） 1449件（依頼実数） 
    ※実際の依頼件数は2418件、うち969件は他学リポジトリで 
       閲覧可能だったものや自館所蔵につき依頼却下したもの 


















 ①そのまま申込（一か八か）→ あまり推奨できない 
  ※相手館の負担が増える事はしない 
 ②参考調査をかける → 最も効率が良い方法 
 ③意地でも探す・・・ 
  →冊子体医中誌（国立国会図書館で公開）で検索 
  →Googleで検索 
   ※論文名で出てこない場合は、誌名、著者名、巻 
    号、ページ数、出版年などを組み合わせて検索 
    →引用文献などで引っかかる場合がある 






  ※NLM所蔵確認→LocatorPlus 
  ※LC所蔵確認→Library of Congress Online Catalogs 
  ※BL所蔵確認→Explore the British Library 
 ②機関リポジトリ（IR）検索（後述） 
  ※全国リポジトリ横断検索→JAIRO 
 ③Google検索 
  ※著作者の所属機関などで無料公開している場合 









  →病院誌、看護研究誌などは、出版元の病院内の 
   図書室などで複写受付しているところがある 
    例：福井県立病院図書室 
      埼玉県立がんセンター図書館 
      諏訪赤十字病院図書室 





























































  →当該病院図書室にて複写依頼を行っているのは稀 
   →医中誌への申込みは可能であるが料金が割高 
    →最悪は手に入らない・・・（結構ある） 
     →受付でも奈良医大のみ所蔵の申込が増加 
 
機関リポジトリに期待 
   →つまり病院図書館の機関リポジトリへの参入 











  →スタッフのほとんどが委託のため発言権がない 
   →そもそも人的（金銭的も）余裕がない 
    →etc… 厳しい意見が結構あった 
 
 →解決策（？）としては共同リポジトリの構築、しか 
  もホスト館がほぼすべての業務を引き受けるモデル 































CiNii Articles http://ci.nii.ac.jp/ 
国立国会図書館サーチ http://iss.ndl.go.jp/ 
国立国会図書館医中誌検索 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1866385 






Library of Congress Online Catalogs（米国議会図書館検索） http://www.loc.gov/ 
Explore the British Library（英国図書館検索） http://www.bl.uk/ 
JAIRO（国内リポジトリ横断検索） http://jairo.nii.ac.jp/ 
GINMU（奈良医大機関リポジトリ） http://ginmu.naramed-u.ac.jp/ 
※その他のサイトについては奈良医大HP「文献検索」のサイトを参照 
http://www.naramed-u.ac.jp/lib/search.htm 
※CINAHL、最新看護索引Web、JSTPatMなどは要契約 
参考サイト一覧 
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